
別紙１－９

平成25年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日

（助成期間 5

　回

　回

備考

　〇広報回数 ・ＨＰ更新回数（実績）　　　　　　　　　　　　　30

・クラブ広報誌、パンフレット発行回数（実績）7

　〇会員数（実績） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  505　　人

活動拠点となる施設とその概要

◎軽井沢中部小学校　住所；軽井沢町中軽井沢３７３４

◎軽井沢東部小学校　住所；軽井沢町大字軽井沢野沢原１２４９

◎軽井沢町社会体育館　　住所；軽井沢町大字長倉2447-1

＞以上3施設は主要拠点であった勤労者体育センター建替工事のためH２６．３迄、代

替施設　　　として使用

◎アイアンスタジオ　　住所；軽井沢町追分701-1

＞直営フィットネススタジオ、各種トレーニングマシンおよびレッスン用フロア

◎軽井沢アイスパーク　　住所；軽井沢町発地1154-1

＞町営カーリング専用施設（平成25年4月より営業開始）

運営委員会等の構成員とクラブ運営

組織概要

[役員]

・理事長（非常勤；日本カーリング協会強化副部長）

・副理事長（非常勤；前軽井沢町体育協会会長など全2名）

・専務理事（常勤：ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆﾃｨｰ軽井沢ｸﾗﾌﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰ）

・理事（軽井沢町ｽﾎﾟｰﾂ推進委員会会長、軽井沢体協スケート部部長、軽井沢ウオー

キング協会理事長、軽井沢町議会議員など全7名）

[正会員]※議決権を持つ会員

前軽井沢町副町長、元軽井沢町教育長、クラブ正規職員および地域住民　全43名

[事務局]

・クラブマネジャー（常勤）

・サブマネジャー（非常勤）

[専任インストラクター]

・健康運動指導士　６名（常勤）

【定例理事会】　月例で開催。事業計画、新規事業などについて審議。

【通常総会】　年1回開催。議決権を持つ正会員によって議事。決算、事業計画、新規

事業、理事改選、役員選任などを決議。

クラブマネジャーの職務内容及びク

ラブの具体的な事業の内容

◇クラブマネージャー（正）

・年間事業計画および収支予算の取り纏め

・年間資金繰り計画

・経理処理の確認、3ヵ月ごとの決算と予実管理

・人材の確保、社員教育

・総会・理事会・三役会議の招集と素案作り

・運営組織立案および人材の配置

・行政関係者や諸団体との折衝

・賛助会員・法人会員獲得をはじめとした各種営業

・補助金事業の応募・管理

◇クラブマネージャー（副）

・年間事業計画および収支予算立案

・出納業務、資金繰り、仕訳等経理業務全般

・プログラムごとの収支＆参加者数推移の管理

・庶務全般

・会員管理

・各インストラクターとの折衝

・その他クラブマネージャーの補助業務

　〇地域連携の有無（実績）

事業実施期間

（当該年度の雇用期間）
年目）

活動地域 軽井沢町内

助成対象者の名称 特定非営利活動法人スポーツコミュニティー軽井沢クラブ

事業の成果

全事業のボリュームが拡大。特に今年度より新しいカーリング専用の通年施設指定管

理業務などが新規事業として加わるため、常勤職員も１６名、アルバイトを合わせると

雇用者数は約４５名に拡大した。組織として、効率的に全体運営をはかりつつ職員の

質的向上に留意して経営することが出来たと思われる。また、指定管理施設の集客に

ついては、クラブの自主事業などの取組みが明らかな成果としてあらわれた。

事業に対する評価

専任マネージャーの設置によってクラブの経営力を強化し、会員基盤、財務基盤の充

実に　　　　　努めてまいりました。

〔団体としての数値目標の達成度〕

①一般会員（有料）会員数は、505名（平成26年3月末）で横ばい。目標の600名は未

達。受け皿となるプログラムの開発や会員獲得のための具体的な施策を打つことが出

来なかった。事業が指定管理の仕事に傾きすぎてしまった。

②累積損失一掃・・・達成予定。今期予定で税引前で400万円程度の利益を計上見込

み。25年3月末の利益とあわせ、累積損失は一掃されます。

実績報告書

事業細目名 総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業

事業名 クラブマネージャー設置事業

都道府県所管課 市町村所管課

地域の学校や教員 他クラブ地元企業


